
 

 

 

 

平 成 3 0 年 ６ 月 2 8 日  

                                        国土政策局広域地方政策課 

 

崖崩れ・豪雪の災害対策に緊急的予算支援！ 
～平成 30 年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費の配分～ 

 

国土交通省は、崖崩れや豪雪（雪崩）により被災した地域で、再度災害防止のために実

施する落石対策や雪崩対策などに緊急的に予算を配分します。 

 

災害対策等緊急事業推進費は、年度途中に発生した自然災害による被災地域や重大な

交通事故が発生した地域において、当初予算では対応しきれない対策に年度内に緊急に予

算支援する制度です。 

 

 配 分 額  

 

災 害 対 策（５件） [国費]   491百万円   

 

１．崖崩れにより被害を受けた地域における対策 

○青森県 （１件） 市道唐竹
カラタケ

井沢
イ ザ ワ

１号線 

○新潟県 （１件） 主要地方道佐渡
サ ド

一周
イッシュウ

線  

○北海道 （１件） 国有林（幌
ホロ

武
ム

意
イ

地区） 

○徳島県 （１件） 保安林（みさご山
ヤマ

地区） 

 

２．豪雪により雪崩被害を受けた地域における対策 

○岐阜県 （１件） 一般国道156号 

 

【添付資料】別添１:実施概要、別添２:執行地区一覧表、別添３:執行地区個票  

 

 

 

【問合せ先】 
 国土政策局広域地方政策課調整室 親谷、新井、井上 
  代表：03-5253-8111（内線29-915、29-925、29-923）
  直通：03-5253-8360 
  FAX：03-5253-1572 



平成30年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 実施概要 
 

 

 

１．崖崩れにより被害を受けた地域における対策 

【 ４件 403.5百万円（国費）】別添３（１）～（４）のとおり 

 

事例：(２)地方道（補助） 

 平成30年４月12日に主要地方道佐渡
サ ド

一周
イッシュウ

線で崖崩れが発生し、全面通行止めを行ってい 

る。 

 このため、推進費を活用して緊急的にロープ伏工による落石対策を行うことで再度災害防

止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。 

 

事例：(３)治山（直轄） 

 平成30年４月19日に国有林の幌
ホロ

武
ム

意
イ

地区で崖崩れが発生し、２日間の周辺区域の立入禁止

を行った。 

 このため、推進費を活用して緊急的に落石防止網工等の落石対策を行うことで再度災害防

止を図り、地域住民等の安全・安心を確保する。 

 

 

２．豪雪により雪崩被害を受けた地域における対策 

【 １件 87.5百万円（国費）】別添３（５）のとおり 

 

事例：（５）一般国道（補助） 

 平成30年３月５日に一般国道156号で雪崩が発生し、１日間の全面通行止めを行った。 

 このため、推進費を活用して緊急的にスノーシェッド工等を設置することにより再度災害

防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。 

別添１ 



別添２

【災害対策】

事業費 国費

１．崖崩れにより被害を受けた地域における対策

地方道（補助）

(１) 道路更新防災等対策事業 市道唐竹井沢１号線 平川市 青森県 平川市唐竹井沢 60 30

(２) 道路更新防災等対策事業 主要地方道佐渡一周線 新潟県 新潟県 佐渡市野浦 500 250

治山（直轄）：林野庁

(３) 国有林野内治山事業 幌武意地区 林野庁 北海道
積丹郡積丹町幌武意町積丹国有
林3482ト林小班

88 88

治山（補助）：林野庁

(４) 治山事業 みさご山地区 徳島県 徳島県 那賀郡那賀町木頭字みさご山 71 35.5

計 ４件 719 403.5

２．豪雪により雪崩被害を受けた地域における対策

国道（補助）

(５) 道路更新防災等対策事業 一般国道156号 岐阜県 岐阜県 大野郡白川村椿原 175 87.5

計 １件 175 87.5

総　計 ５件 894 491

［金額単位：百万円］

平成30年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 執行地区一覧表

種　別

事業主体名 施行地

実施計画額

事業名



平成30年３月16日に市道唐竹井沢1号線で崖崩れが発生し、20日間の全

面通行止めとなった。

このため、推進費を活用して緊急的に大型ブロック積工等による法面対策

を行うことで再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。

平川市

青森県平川市唐竹井沢

60

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）30

（１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（市道唐竹井沢１号線）

ヒラカワシ カラタケイザワ

１

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

写真①：崩落状況【全景】

位置図

【位置図】 【広域図】

別添３

【平面図】

至 営農支障樹園地

写真②：応急処置後の状況

カラ タケ イ ザワ

写真①

集荷場集落地
樹園地

オオワニヒロサキ

大鰐弘前IC

営農支障水田地
7.0ha

市道唐竹井沢１号線

L=1,337.2m

施行箇所

営農支障樹園地

6.2ha



平成30年４月12日に主要地方道佐渡一周線で崖崩れが発生し、全面通行

止めを行っている。

このため、推進費を活用して緊急的にロープ伏工による落石対策を行うこ

とで再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。

新潟県

新潟県佐渡市野浦

500

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）250

（２） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道佐渡一周線）

サ ド シ ノウラ

２

新潟市

佐渡市

新潟県

文

赤玉地区

両津病院

施行箇所

佐渡一周線

一般国道350号

両津港

前浜小中学校

赤玉地区から両津港まで
・通常時 L=25km（約35分）
・迂回時 L=18km（約50分）

佐渡市役所

赤玉地区から前浜小中学校まで
・通常時 L=11km（約15分）
・迂回時 L=24km（約55分）

（迂回時）

（迂回時）

赤玉両津線
（迂回路）

両津観測局所
（気象台）

岩首地区

東強清水地区

野浦地区

通行止め
L=0.4km

柿野浦観測局所

崩壊箇所

至 赤玉地区
至 両津港

写真①【被災状況】

【位置図】 【広域図】

施工区間 L=160m 
ロープ伏工 A=8,000㎡
用地買収 A=8,000㎡

写真②

Ａ

至 両津港

【平面図】

Ａ
写真①至 赤玉地区

ロープ伏工
A=8,000㎡

【断面図（Ａ－Ａ断面）】

崩壊箇所

ポケット式落石防護網

法枠工

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

至 両津港

至 赤玉地区

写真②【被災状況】

最大落石径高
1.6m×幅2.0m

サ ド イッシュウ



写真②

幌武意漁港

家屋

民有地への落石

平成30年４月19日に国有林の幌武意地区で崖崩れが発生し、２日間の周

辺区域の立入禁止を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石防止網工等の落石対策を行う

ことで再度災害防止を図り、地域住民等の安全・安心を確保する。

林野庁

北海道積丹郡積丹町幌武意町積丹国有林3482ト林小班

88

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）88

（３） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

国有林野内治山事業（幌武意地区）

シャコタングンシャコタンチョウホロムイチョウシャコタン

３

【広域図】

施行箇所

日 本 海

至 北海道小樽市

幌武意漁港

道道913号線
町道

施行箇所

小樽

【位置図】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

施行範囲

①

民有地

国有地

②Ｂ’
A’

Ｂ

町道

落石防止網工 A=1,400㎡

法切工 V=500m3
施行区間 Ｌ＝50ｍ

A

【平面図】

【縦断図】

落石防止網工 法切工

法切工→
落石防止網工→

A’

A

Ｂ’

Ｂ

崩落箇所全景

写真①

崩落箇所の状況

落石防止網
破損部

落石防止網内
の堆積

拡大

民有地への落石

ホロ ム イ



平成30年３月11日に一級町道出羽線で崖崩れが発生し、66日間の全面通

行止めとなった。その後、応急対策により通行可能となったものの、事前通

行規制（異常気象時には通行止め）を行っている。

このため、推進費を活用して緊急的に法枠工等の治山対策を行うことで再

度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。

徳島県

徳島県那賀郡那賀町木頭字みさご山

71

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）35.5

（４） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

治山事業（みさご山地区）

ナカグンナカチョウ キトウ ヤマ

４

③

【崩壊斜面上部の状況】

一級町道出羽線

①

【崩壊地全景】←至 出羽地区

至 坂州地区→

【位 置 図】

那賀町
木頭雨量
観測所

施行箇所

阿南市

徳島市

【広 域 図】

通行止時の迂回路(出羽地区から木沢支所まで)
約20km（55分）

通常経路(出羽地区から
木沢支所まで)
約8km（15分）

施行箇所

黒瀧寺

出羽地区

坂州地区

林道大影浦線

国道１９３号

木頭名地区

町道出羽線

県道徳島上那賀線

通行止め区間

町道木頭名阿
津江線

林道木頭名
寺内線町道名古ノ瀬

与沢線

木沢支所
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ロープ伏工
150.00m2

土

【平 面 図】

④

③

一級町道出羽線

町単独事業
落石防護柵約15ｍ

②

①

ロープ伏工 250m2

凡 例

国道193号

県道徳島上那賀線

林道大影浦線

林道木頭名寺内線

一級町道出羽線

二級町道木頭名阿津江線

二級町道名古ノ瀬与沢線

通常経路

迂回路

④

【崩壊上部の転石状況】

一級町道出羽線

②

【町道への流出状況】

凡 例

赤 推進費施行箇所 （当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

ヤマ



白川郷IC

東海北陸自動車道

E41

荘川IC

飛騨清見IC

施行箇所

一般国道 156号
岐阜県大野郡白川村椿原

平成30年３月５日に一般国道156号で雪崩が発生し、１日間の全面通行止

めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的にスノーシェッド工等を設置することに

より再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。

岐阜県

岐阜県大野郡白川村椿原

175

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）87.5

（５） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般国道156号）

オオノグンシラカワムラツバキハラ

５

【平面図】

写真②【被災状況】
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椿原第４洞門
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【断面図（A-A）】
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L=12.00

場所打ち杭Φ1200
L=10m

スノーシェッド工

舗装工排水工
場所打ち杭Φ1200
L=8.5m

舗装工

事業計画区間
スノーシェッド工 N=1基
施工延長 Ｌ＝26m

椿原第４洞門

【位置図】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

H27.2.17 雪
崩

（国）１５６
号至 高山市

H30.３.５雪崩 H30.３.５雪崩

写真① 【被災状況（上空より）】

シェッド端部から雪崩

地形線

椿原第４洞門

（国）156号

椿原第３洞門

発生区

走路

堆積区

発生区

走路

堆積区

至 富山県

庄川

写真①（上空より撮影）


